
平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日
受
領

答

弁

第

二

五

三

号

内
閣
衆
質
一
八
九
第
二
五
三
号

平
成
二
十
七
年
六
月
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
以
下
「
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
「
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
）
及
び
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
Ａ
（
Ｈ
�
Ｎ
�
）
の
二
類
感
染
症
へ
の
追
加
後
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
一
月

二
十
一
日
付
け
健
感
発
〇
一
二
一
第
二
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
）
に
お
い
て
、
医
療
機
関
か
ら
情
報

提
供
を
求
め
る
要
件
を
患
者
が
①
三
十
八
度
以
上
の
発
熱
及
び
せ
き
を
伴
う
急
性
呼
吸
器
症
状
を
呈
し
、
臨
床
的
若
し
く
は

放
射
線
学
的
に
肺
炎
、
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ
な
ど
の
実
質
性
肺
病
変
が
疑
わ
れ
る
者
で
あ
っ
て
、
発
症
前
十
四
日
以
内
に
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
公
表
内
容
か
ら
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
初
発
例
の
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
る
地
域
（
以
下
「
対
象
地
域
」
と
い
う
。
）

に
渡
航
若
し
く
は
居
住
し
て
い
た
も
の
、
②
発
熱
を
伴
う
急
性
呼
吸
器
症
状
（
軽
症
の
場
合
を
含
む
。
）
を
呈
す
る
者
で
あ

っ
て
、
発
症
前
十
四
日
以
内
に
対
象
地
域
に
お
い
て
、
医
療
機
関
を
受
診
若
し
く
は
訪
問
し
た
も
の
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
で
あ
る
こ

と
が
確
定
し
た
者
と
の
接
触
歴
が
あ
る
も
の
若
し
く
は
ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
と
の
濃
厚
接
触
歴
が
あ
る
も
の
又
は
③
発
熱
若
し

く
は
急
性
呼
吸
器
症
状
（
軽
症
の
場
合
を
含
む
。
）
を
呈
す
る
者
で
あ
っ
て
、
発
症
前
十
四
日
以
内
に
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ

れ
る
患
者
を
診
察
、
看
護
若
し
く
は
介
護
し
て
い
た
も
の
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
と
同
居
し
て
い
た
も
の
若
し
く
は

一



Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
の
気
道
分
泌
液
若
し
く
は
体
液
等
の
汚
染
物
質
に
直
接
触
れ
た
も
の
に
該
当
し
、
か
つ
、
他
の

感
染
症
又
は
他
の
病
因
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
韓
国
に
お
け
る
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

の
発
生
を
受
け
、
「
韓
国
に
お
け
る
中
東
呼
吸
器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
の
発
生
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
六
月
一
日

付
け
健
感
発
〇
六
〇
一
第
一
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
）
及
び
「
韓
国
に
お
け
る
中
東
呼
吸
器
症
候
群

（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
七
年
六
月
四
日
付
け
健
感
発
〇
六
〇
四
第
一
号
厚
生
労
働
省
健
康
局
結

核
感
染
症
課
長
通
知
。
以
下
「
六
月
四
日
通
知
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
③
の
要
件
に
お
い
て
は
対
象
地
域
か
否
か
を
考
慮

要
素
と
し
て
い
な
い
旨
明
確
化
し
、
韓
国
そ
の
他
の
国
に
つ
い
て
も
発
症
前
十
四
日
以
内
に
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
の

診
察
等
を
行
っ
た
場
合
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
と
同
居
し
て
い
た
場
合
又
は
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
が
疑
わ
れ
る
患
者
の
体
液
等

の
汚
染
物
質
に
直
接
触
れ
た
場
合
は
情
報
提
供
を
求
め
る
こ
と
を
地
方
公
共
団
体
に
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

六
月
四
日
通
知
に
よ
り
、
地
方
衛
生
研
究
所
に
お
け
る
検
査
結
果
が
陽
性
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に

お
け
る
検
査
結
果
を
待
た
ず
、
都
道
府
県
等
が
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
の
疑
似
症
を
呈
し
て
い
る
者
等
へ
の
積
極
的
疫
学
調
査
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
健
康
監
視
を
行
う
な
ど
、
速
や
か
に
対
策
を
講
ず
る
こ
と
を
明
確
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二



三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
感
染
症
の
発
生
及
び
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
、
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
を
迅
速
か

つ
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
関
が
全
国
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
全
国
の
地
方
衛
生
研
究
所

に
対
し
て
、
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施
、
検
査
機
器
の
整
備
に
対
す
る
補
助
等
を
行
う
な
ど
、
検
査
体
制
の
質
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


